
　　　評価項目

Ａ　非常によく当てはまる。 Ｂ　ほぼ，当てはまる。

Ｃ　あまり当てはまらない。 Ｄ　全く当てはまらない。

①　「本時の目標」や「本時の要点」などについて，先生の説明が徹底している。

②　効果的なＩＣＴの活用やグループ活動など工夫された授業がおこなわれている。

③　授業の中で主体的な活動や思考する時間が多いと感じる。

【分析】
　「A：非常によく当てはまる」 と 「B：ほぼ、当てはまる」 を合計した肯定的評価は概ね多い。
特に ②「効果的なＩＣＴの活用やグループ活動」 については、ＡＢ評価が昨年同期と本年前期を
上回る結果となり、取り組みの成果が表れている。その反面、④｢勉強への興味・関心｣や ⑦「集
中力」⑧「学力がついてきている」についての下降が見られる。また、⑤「挨拶」において、前期よ
り下がった点には注意が必要である。今後も主体的で対話的な学びを規律ある雰囲気の中で、
取り組んでいきたい。

 令和元年度　後期　授業評価

①　「本時の目標」や「本時の要点」などについて，先生の説明が徹底している。

②　効果的なＩＣＴの活用やグループ活動など工夫された授業がおこなわれている。

③　授業の中で主体的な活動や思考する時間が多いと感じる。

④　授業を通じて、勉強への興味・関心が高まっている。

⑤　私は授業の開始・終了時の挨拶をきちんとおこなっている。

⑥　私は予習や復習をして授業に臨んでいる。

⑦　集中力が持続する授業である。

⑧　私は授業を通じて学力がついてきていると感じる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30年度

R1年度

A
B
C
D

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30年度

R1年度

A
B
C
D

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30年度

R1年度

A
B
C
D



④　授業を通じて、勉強への興味・関心が高まっている。

⑤　私は授業の開始・終了時の挨拶をきちんとおこなっている。

⑥　私は予習や復習をして授業に臨んでいる。

⑦　集中力が持続する授業である。

⑧　私は授業を通じて学力がついてきていると感じる。
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